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はしがき 

 

本領域では、身体情報が時空間を超えて流通する次世代情報通信環境において、人々

の行動、心理、ならびに社会経済的意思決定がいかに変容するのかを明らかにすること

を主要な目的としている。この目的のもと、社会科学実験や脳科学実験、さらに取り扱

うべき身体性情報の検討を基軸に据え、行動経済学、心理学、脳科学、情報学を有機的

に統合した学際的アプローチを展開してきた。以下に、各計画班と総括班の研究成果を

簡潔にまとめた。 

 

 

計画班 A01（行動経済学班）： 大規模行動実験と生態学的ライフログ研究によるデジタ

ル身体性経済学のモデル化 

 

行動経済学班では、社会構成員が社会的に効率的な状態を望んでいたとしても、個人

の合理性や利己的行動により、社会的最適解に到達できずに局所的解に収束してしまう

状況が、個々人の身体感覚の共有によって克服可能かどうかを検討してきた。その検証

には、大規模な行動実験と生体反応の計測を伴う実験研究を用い、身体情報が時空間を

超えて流通する次世代情報通信環境における人間行動の原理を解明するとともに、社会

的効用に資する新たなモデルの構築を目指してきた。 

本研究計画の一環として、行動経済学班ではオンライン上における大規模な行動実験

を実施し、対人インタラクション場面において身体性を伴う情報の伝達が可能な状況下

で、個人の戦略的行動および利他的行動がどのように変容するかを検討した。これらの

実験の結果、現行のオンラインプラットフォーム上で交換可能な範囲においては、身体

性を伴う情報のやりとりが個人の既存の行動傾向を大きく変化させる効果は限定的で

あることが明らかとなった。 

一方、触覚情報などの身体性をより豊かに伝達できる次世代情報通信環境を想定した

実験室実験においては、協調的行動が創発される可能性が示唆されるという知見が得ら

れた。 

さらに、行動経済学班では、従来の実験経済学および行動経済学において用いられて

きた、効率性および公平性をパラメータとして含む効用モデルの数理的整備を行い、一

連の実験データに基づいて各個人のディープパラメータをより精緻に推定可能とする

分析手法を開発した。 

 

 

 



計画班 B01（脳科学班）：自己感の変容をもたらすデジタル身体性神経基盤の解明 

 

脳科学班では、デジタル身体性情報の共有が引き起こす自己と他者の関係性変容につ

いて、その神経科学的基盤を明らかにすることを目的とした。身体性情報、特に触覚の

ような感覚情報を個体間で共有することは、他者の経験をあたかも自己のものとして捉

える「自己感覚の拡張」をもたらす可能性がある。このような変容は、従来の経済学に

おける効用関数において定義されていた自己および他者の効用パラメータの計算枠組

みにも影響を与え、より複雑で文脈依存的な意思決定モデルへの拡張が必要となる。 

特に、デジタル身体性経済学が扱う効用関数は、単なる金銭的インセンティブにとど

まらず、能力や仕事の分配といった社会的資源の配分までをも対象とするものであり、

それらの効用は情動や意思決定に関わる神経的基盤を通じて理解される必要がある。こ

うした理論的背景のもと、我々は、身体性情報（触覚）を共有する技術を用いて、触覚

情報の共有がヒトの行動および脳機能に及ぼす影響を明らかにすることを試みた。 

実験では、被験者に触覚付きコミュニケーションと通常のコミュニケーションを体験

させた後、安静時 fMRI を用いて脳活動の変化を測定した。特に、個人差に着目した解

析を行い、触覚情報の共有がもたらす認知・行動原理の変容に関連する神経基盤、およ

び新たな社会効用モデルにおける「個人重みづけパラメータ」の特定を目指した。 

その結果、触覚情報に対する感受性には顕著な個人差が存在し、それが脳活動および

行動反応に与える影響も大きいことが明らかとなった。この知見は、デジタル身体性情

報の個人差を考慮した脳可塑性と社会的意思決定のモデル構築にとって重要な示唆を

与えるものである。 

 

 

計画班 C01（身体性情報ネットワーク班）：自己感の変容をもたらすデジタル身体性ネッ

トワーク基盤の設計 

 

身体性情報ネットワーク班では、触覚や圧力、心拍、呼吸といった身体性情報をデジ

タル化し、ネットワークを介して伝送・共有することで、人間の自己感覚や他者との関

係性、さらには社会的行動がどのように変容するのかを明らかにし、「デジタル身体性

経済学」という新たな学術領域を構築することを目的とした。従来、触覚伝送技術は 1

対 1の正確な情報伝達を主眼に置いていたが、本研究ではより複雑な社会的文脈——多対

多の状況や非同期のやりとりを含む——における身体性の意味とその効果を探究した。 

近年、リモートワークやオンライン会話ツールの普及により、人と人が直接接触する

機会は減少しており、それに代わる新たな臨場感のあるコミュニケーション手法の必要

性が高まっている。そのような社会背景のもと、本研究では、従来の聴覚・視覚中心の

情報伝達に加え、身体性情報を含めることで、共感・信頼・利他行動などの社会的・倫



理的側面にどのような影響があるかを、行動経済学、神経科学、身体論を交えて学際的

に検証した。 

1年目には、1対 1の触覚伝送環境を構築し、双方向での圧力・振動伝達の基本技術を

確立した。2年目には、遠隔における触覚伝送が人間の心理や行動に与える影響を実験

的に検証し、さらに触覚を伴うコミュニケーションに NFTの所有意識が与える影響につ

いても身体論の視点から考察を加えた。3年目には、より社会的な状況、すなわち複数

人が関与するコミュニケーション場面における触覚の効果を検証し、触覚刺激が感情的

な結びつきや物語的想像力の喚起にどう関与するか、またその効果の測定手法について

も開発を行った。実験では公共財ゲームなどの経済行動課題も導入し、触覚共有が向社

会的行動に及ぼす影響を検証した。その際、触覚感受性や情動反応の個人差、誰と誰が

情報を共有するかという社会的文脈、そして時間的同期の有無といった要因が行動に与

える影響も考慮した。 

 

 

総括班 X00：デジタル身体性経済学の創成 

 

総括班では、本領域「デジタル身体性経済学」から、将来的に人文社会科学と生命科

学、情報学を有機的に連携させるより広範かつ学際的に深化させた新たな融合分野の創

発を意図して以下の活動を展開した。次世代情報通信環境と身体と自己、さらにその先

の集団現象に至るまでの研究を分野横断的視点から研究するための学術領域の創成す

ることを視野に、ホームページの公開（https://embodiedecon.digital/）や本領域研

究に関するポッドキャスト配信（）や出版等を通じた積極的な成果の情報配信、一般公

開シンポジウムの開催に加え、分野横断的な研究者を招く国内外の会議でワークショッ

プ（デジタルメディアを介したソーシャルタッチ(2023)等）を企画し、研究領域の拡充を

図った。また異分野の若手研究者（ポスドクおよび大学院生）の相互交流の機会を積極

的に設けた。 

 科学コミュニケーションの場も積極的に活用し、一般市民を対象に研究の構想や成果

の発信（ニューロダイバーシティープロジェクト(2023, 2024)）を行い、本研究領域が

生み出す研究成果を広く社会に還元する活動にも取り組んだ。 

 

領域ホームページ 

https://embodiedecon.digital/ 

 

ポッドキャスト配信 

https://open.spotify.com/show/4r4OUt19ByxesjSic0D4W4 
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総括班・交付決定額（配分額） 

 

    合計  直接経費 間接経費 

令和 3 年度  4,550 千円 3,500 千円 1,050 千円 

令和 4 年度  4,550 千円 3,500 千円 1,050 千円 

令和 5 年度  5,460 千円 4,200 千円 1,260 千円 

総計    14,560 千円 11,200 千円 3,360 千円 

 

 

A01 班・交付決定額（配分額） 

 

    合計  直接経費 間接経費 

令和 3 年度  13,650 千円 10,500 千円 3,150 千円 

令和 4 年度  17,290 千円 13,300 千円 3,990 千円 

令和 5 年度  16,380 千円 12,600 千円 3,780 千円 

総計    47,320 千円 36,400 千円 10,920 千円 

 

B01 班・交付決定額（配分額） 

 

    合計  直接経費 間接経費 

令和 3 年度  13,650 千円 10,500 千円 3,150 千円 

令和 4 年度  13,650 千円 10,500 千円 3,150 千円 

令和 5 年度  13,650 千円 10,500 千円 3,150 千円 

総計    40,950 千円 31,500 千円 9,450 千円 

 

 

C01 班・交付決定額（配分額） 

 

 

    合計  直接経費 間接経費 

令和 3 年度  13,650 千円 10,500 千円 3,150 千円 

令和 4 年度  10,010 千円 7,700 千円 2,310 千円 

令和 5 年度  10,010 千円 7,700 千円 2,310 千円 

総計    33,670 千円 25,900 千円 7,770 千円 

 

 


